
国際ロータリーのテーマ
イマジン ロータリー

会長 ジェニファー・ジョーンズ

クラブのテーマ
夢を語ろう、そして私たち一人
一人が行動し、夢を叶えよう
会長 三田春彦

第２７５０地区のテーマ
ロータリーを広めよう

ガバナー 富澤為一

２０２２年１１月１７日第２５８９回・例会プログラム

１２：３０ 開会点鐘 三田会長

ロータリーソング

ソングリーダー 馬場会員・安居会員

「我らの生業」「四つのテスト」

ビジター・ゲストの紹介 親睦委員会

会長報告 三田会長

幹事報告 中村幹事

委員会報告

記念日祝い

ニコニコ・ボックス

ピアノ演奏 川上路子

１３：００ 卓話

「ガバナー公式訪問に向けて」

「聖フランシスコへの奉仕について」

１３：３０ 閉会点鐘 三田会長

会長 報告
早いもので１１月に入り今年も残り２ヶ月切りました。１１月は、一般的に「霜月」と言われています。
旧暦の１１月は、だいたい現在の１２月にあたり、霜が降りてくる時期であることから付けられた呼び名と考え
られています。
また、１１月には他にもいくつかの呼称があります。「神帰月(かみかえりづき)」、「神来月(かみきづき)」、「神
楽月(かぐらづき)」等とも呼ばれています。これは、１０月が「神無月」と言われ、神社の神様は、１０月になる
と出雲大社に集まるため、「神様のいない月」という意味で、一般的に「神無月」と言われています。
これに対して、１１月には各神社に神様が戻ってくるという事でこのように言われるようになりました。
冬の訪れを感じる季節ですねえ…。

さて、ロータリークラブでは１１月の特別月間は「ロータリー財団月間」です。財団の奨学金事業及び人道的
諸事業についての知識と理解を深め、財団の推進に役立つプログラムを実施する月間であります。

また、「世界インターアクト週間」でもあります。これは、ロータリークラブとインターアクトクラブに、１１月５日
を含む１週間（月～日曜日）を「世界インターアクト週間」として奨励しています。

ロータリー財団の日本での正式名称は「国際ロータリーのロータリー財団」です。非営利財団で、財団支援
者の自発的な寄付のみによって支えられています。
ロータリー財団は、１９１７年当時のロータリー会長アーチ・クランフが、世界で良い事をするための基金を
提案しました。そして、２６ドル５０セントの寄付が、今では全世界で多くの人の人生を変える財団へと発展し
ました。
ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人々の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保
護に取り組み、貧困をなくす事を通じて、世界理解、親善、平和を達成出来るようにする事です。
今では、教育支援や持続可能な成果を生み出すプロジェクトに総額４０億ドル以上の資金を提供していま
す。財団の財務状況は、本体の国際ロータリーよりも大きくなっています。企業で言えば、本体よりも子会社
の方が大きくなってしまった感じですね。（２０２１年 年次報告書による）

国際ロータリー 収入１億０，５００万ドル/総資産$1億６，０００万ドル
ロータリー財団 収入５億４，５００万ドル/純資産１２億９，０００万ドル

わずか６０セントで、１人の子どもをポリオから守る事が出来ます。５０ドルで、水を介する疫病から人々を守
るための安全な水を提供することが出来ます。５００ドルで、いじめ撲滅キャンペーンを立ち上げ、子ども達の
安全な環境を作る事が出来ます。
私たちの１人、１人の寄付が世界を変える事が出来ます。ぜにとも、ご支援・ご協力をお願いします。

The Rotary Club Of Tokyo Meguro
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幹事 報告

記念日のお祝い

ピアノ演奏 川上路子さん

卓 話

ジェシー・ハリス作曲 曲名 「ドント ノウ ホワイ」

ガバナー公式訪問にむけて

聖フランシスコへの奉仕について

●2022-23年度 ポリオ根絶チャリティゴルフのご案内
日時：2023年4月24日（月）午前8時～スタート
場所：小金井カントリー俱楽部
参加費：１０，０００円（パーティー・賞品代含む）
締切：２０２３年１月３１日

●１０月２１日に開催されました「山の手西グループポリオチャリティーゴルフコンペでは
富澤ガバナーをはじめ参加された皆様、ゴルフ会幹事を引き受けてくださった皆様の大きなご支援
ご協力のもと、多額の寄付が集まり、富澤ガバナーにお渡しする事が出来ました。
ポリオプラス寄付として財団へ送金完了した旨、村田ガバナー補佐よりご報告いただきました。

●皆様へ「バギオだより１１月号」をお配りしておりますのでご講読ください。
また、ハイライトよねやま１１月号も皆様にメール配信しておりますが、入り口にも掲示しています
のでご覧ください。

●本日より１２月１５日に予定しております「年末クリスマス夜間例会」の出席表を入り口に置いて
おりますので皆様のご参加をよろしくお願いいたします。
池田親睦委員長が手配中で詳細については後日ご案内させていただきます。
場所はホテル雅叙園東京です。

●今後の予定ですが、来年1月12日（木）の年頭例会は前日のインターシティミーティングの振替休会
になります。お間違えの無いようにお願いいたします。

ご夫人誕生日
11月18日 安居輝子夫人

●相馬会員へ
第5回米山功労寄付感謝状をお渡しする

●第17回MOA美術館
目黒区児童作品展
11月13日に表彰式が行われました。
東京目黒ロータリークラブ賞は
三田会長から髙橋春妃さんに！ とても喜んでいました。
協賛してくださった、皆さまに心より感謝申し上げます。



６

出席記録 会員数 出席数 出席免除者 出席率
メーキャップ

補正

１１月１０日 総数 ３１名 出席 22名 出席０名/0名 74.2％

「先週のビジター・ゲストのご紹介」

ニコニコＢＯＸ

件数 ４件 金額14,000円 累計３５４，０００円 目標 １，０００，０００円

■中村幹事
深澤会員、本日のイニシエーションスピーチ楽しみです！
よろしくお願いします。

本日のゲストはいらっしゃいませんでした。

■三田会長
「ワールドカップカタール２０２２」楽しみです。
深澤会員イニシエーション・スピーチよろしくおねがいします。

■五十嵐会員
先日は家内の誕生日を祝って戴き、有難うございました。
本日は、深澤会員のイニシエーションスピーチ楽しみにしています。

■相馬会員
すっかり秋深くなりました。結婚祝、素晴らしいお花届きました。
亡くなったクロちゃん喜んでます。

■（前半）

生まれ１９６０年１月１日、名前の深澤正生とは意味は正月に生まれたと
いうことです。私が育った町です富士山が見える山梨県甲府盆地
中巨摩郡甲西町、現在は南アルプス市と変更
１９６０年というと昭和３５年ネズミ年で、天皇陛下も同じ歳です。
東京オリンピック東洋の魔女バレーボール主将葛西さんが同じ町の出身で高校の先輩でもある。

実家は酒屋さんで小学校の時は親父の車の助手席で配達を手伝っていました。
昔の酒屋さんはお盆とか正月は非常に忙しいく、子どものころは「紅白歌合戦」をテレビで観たことが
なく、ラジオから聴いていた。
当時ラジオからアナウンサーが話す場面の面白さを自分の頭で想像するしかなかった。
想像したり工夫する力を作ってくれたのは田舎で育った環境のお陰かと思っています。
1957年アメリカ映画「12人の怒れる男」という映画に影響を受ける。
何故かというと振り返ると自分の考え方とか価値観色んな事を作ってくれたルーツがこの映画でした。
出会ったのが小学校4年10歳の時…
その後も物事決める時には、もう一度反対側から考えて決めるという事をしている自分がいるかと思う。
他の体験からも物事を決める上で、常に違う視点から考える事は物事の本質を見極めるには重要だと
いまだ鮮明に記憶している。中学の時はサッカーをやっていたのですが先生にバレーをやらないかと
その後、バレー部を作り、県の大会で準優勝し周りから認められた。



例会日：木曜日（Thursday） 12：30～13：30
例会場：ホテル雅叙園東京（hotel Gajyo-en tokyo）

〒153-0064 東京都目黒区下目黒1-8-1
TEL：03-3491-4111（代表）

東京目黒ロータリークラブ事務局
〒153-0064 東京都目黒区下目黒1-8-1

アルコタワー3Ｆ
ＴEL：03-3492-1350 FAX：03-3492-2100
URL：http://www.Tokyo-meguro-rotary.club
E-maiｌ：office@tokyo-meguro-rotary.club

発行人 ＲＩ Ｄ２7５０ 東京目黒ロータリークラブ
2022-23度会長 三田春彦 幹事 中村健二郎 副会長 羽田伊助 副幹事 花谷勇治

広報委員会週報委員会 ２０２２年１１月１7日 第２５８９号

今後の予定

11月 「ロータリー財団」月間

11月24日（木） ガバナー公式訪問２クラブ合同例会（城南RC・目黒RC）

12月 「疫病予防と治療」月間

12月 1日（木） クラブ年次総会 第6回理事会

12月 8日（木） 通常例会：

12月15日（木） 年末クリスマス夜間例会

2023年1月11日（水） インターシティ・ミーティング移動例会 於：明治記念館 ※1月12日（木）振替休会

■（後半）
お爺さんが仕出し屋をやっていたので、自分は板前になって継げると考え、大学進学を止め
板前の道を目指し東京に初めてくる。二子玉川高島屋SCの割烹料理屋に勤めたが厳しく挫折を経験、
板前の世界から表の勉強をしようと、たまたま知り合いの池袋しゃぶしゃぶ屋のお店に二番手として
表の接客の仕事を始める。ある時、店長と一緒に海釣りに行って帰ったらお店にＶＩＰの宴席があり、
2人が首になる。一年くらいでホールの仕事が終わってしまった。

その後、品川のパシフィック東京へ8年程、ウエイターとしてサービスをしていた。
当時、400人のパーティーの主賓がソニーの盛田さんで、その宴席ではシャンパンをサーブする時に
自分が盛田さんのグラスに注ぎ、残りの39人スタッフが一斉にシャンパンを注ぎ始めるという事になって
いた瞬間に、盛田さんの「このホテルはレディーファーストではないのか！」という大きな声で一瞬にして
サーブを止め、最初からもう一度３９名のレディーファーストのシャンパンサーブが始まった。
食事の最後に盛田さんから呼ばれ前に行き「今日の食事は深澤さんのお陰で実に美味しく出来た」と
云ってもらったと同時に、４００名の割れんばかりの拍手をいただいた事が今でも忘れられない。
その経験からホテルに対して魅力的になっていった。そのころに田舎の酒屋は閉め、田舎に帰ること
は止め東京に居る事を決断する。
８年間のアルバイト生活を辞め、２８歳で初めて舞浜にあるヒルトンに就職をする。
ヒルトンで５年勉強をさせていただき、その後、浦安ブライトンホテルへ、客数、部屋数を抑えたサービス
に重きを置いたホテルで、33歳から１９年間勤め、現場のサービスに入って、最後は取締役総支配人で、
２０年間の仕事を終えた。
浦安ブライトンホテルは周りのホテルと同じことをしても勝てない舞浜のホテルと真逆のやり方で婚礼
などを手掛け、安いパッケージで売るのではなく、オーダーメードで婚礼をプランするやり方で成功する。
ホテル業界で「プロフェッショナル」に第１号に紹介され全国知られる。ブライダルに携わったことで、
いま雅叙園にいる事になった。今後は日本のサービス業をホスピタリティ業に変えたい。
マニュアルではなくて一人一人が目の前のお客様を考えて当たらなければおもてなしにならない。
日本のおもてなしを若い子達と一緒に作っていく事が自分の役割、その街にいいホテルがある、
何かある時に、ここに行けば安心と皆さんの生活の中にあるホテルで街作りを皆さんと志を共にして
いきたい。


